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昌平中学・高等学校保健室 

 

２０２１年も残すところ１か月。みなさんにとって、今年はどんな１年だったでしょうか？ 

今年も「新型コロナ感染症」の脅威に悩まされた１年でしたね。行事の変更や日常生活の規制な

ど、あらゆる場面で我慢を強いられることが多かった１年でした。見えない敵との戦いに、心が落

ち込んだり、イライラする日もあったかもしれません。今まで当たり前だと思っていたことの価値

に改めて気付かされた人も多いと思います。 

日本国内での「新型コロナ感染症」の新規感染者は減少し、少しずつ日常が戻りつつありますが、

新たな変異株（オミクロン株）の報道に、流行の再拡大が心配されます。引き続き基本的な感染防

止対策を徹底しましょう。 

 

 

                                      

                                     

                                  

                                    

                                            

                                  

                                        

                                     

                                          

                                       

                                       

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月に入り、ますます寒くなってきます。体をあたためるには『首・足首・手首』をあたため

てみてください。首のつくところには、太い血管があるため、熱が逃げやすいそうです。その部分

にマフラー・くつ下・手ぶくろを使い、熱を逃がさないようにすると体がポカポカしますよ！ 

保健室に「頭が痛い、おなかが痛い、気持ち悪い・・・」と訴えて来る人の中には、短い靴下を 

はいている人も多く見られます。寒い季節には、その季節に合った服装があります。まずは、体を

あたためることを心がけてください。 

 

         

    【低温やけどに気をつけて！】 

寒くなると欠かせないアイテムといえば、使い捨てカイロ、湯たんぽ、 

     電気毛布、こたつ、ホットカーペットなどなど・・・。これらは熱すぎず、     

     ここちよい温度であたためててくれるので、ほっこりしますね。 

      しかし、そのようなここちよい温度でも「やけど」をすることがあります。 

     これを「低温やけど」といい、気付かないうちに進行していることもあるので 

     注意が必要です。 

      低温やけどを防ぐには 

      ☆肌に直接当てない（湯たんぽはバスタオルなどで包む） 

      ☆長い時間、体の同じ場所に当て続けない 

      ※首から下げるタイプのウイルス除去剤は、肌に直接 

      触れないように十分に気をつけて装着してください。 

低温やけどのような症状があらわれる場合があります。 

 

 

 

歯・口の健康診断結果と受診のおすすめ 

歯科検診の結果をお知らせします。「異常なし」の欄に〇が付いていた人は、これからもこの

状態を保つために歯みがきや食生活に注意してください。「疾病異常」の欄に〇が付いていた人

は、できるだけ早く歯科受診することをお勧めします。歯科受診が終わったら、 

用紙を保健室へ提出してください。 


